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「
日
本
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
」
と
し
て
有
名
な
兵

庫
県
の
竹
田
城
に
代
表
さ
れ
る
幻
想
的
な
雲
海
の

風
景
が
近
年
ブ
ー
ム
で
す
。

様
々
な
条
件
が
重
な
る
事
で
見
ら
れ
る
風
景
で

す
が
、
実
は
町
内
で
も
楽
し
む
事
が
で
き
ま
す
。

見
ご
ろ
は
早
朝
の
た
め
少
し
早
起
き
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
が
自
分
の
町
の
い
つ
も
と
は
違
っ
た

姿
、一
度
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
写
真
は
国
道
９
号
線
か
ら
見
下
ろ
す
津
和
野
地
区
）

共に手を取り合う社会の実現へ

男女共同参画の取組み
グラントワイベント情報

鷗外の怪談
『自伐型林業』のための
講習会・研修会のお知らせ



今回は生活のある一場面で見えた

男女共同参画に関するお話です。
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男女がともに手をとり合い、責任を持つ社会へ
- 平成 25 年度 津和野町男女共同参画の取り組み状況を紹介 -

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

「
男
女
が
対
等
な
構
成
員
と
し

て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動

に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、

も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、

社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共

に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
の
こ

と
で
す
。

津
和
野
町
で
も
、
性
別
に
関

わ
ら
ず
、
全
て
の
人
が
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
平
成
21
年
度
に
津
和
野
町

男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
目
標
に
つ
い
て

計
画
的
に
事
業
を
実
施
す
る
た

め
に
、
27
の
目
標
値
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
平
成
25
年
度
ま
で
の
進

捗
状
況
は
以
下
の
と
お
り
で
、
目

標
値
を
達
成
し
た
項
目
に
つ
い
て

は
目
標
を
高
く
再
設
定
も
し
く

は
引
き
続
き
維
持
す
る
こ
と
と

し
、
達
成
で
き
な
か
っ
た
項
目
に

つ
い
て
は
目
標
を
平
成
30
年
度
ま

で
に
達
成
で
き
る
よ
う
、
取
組
み

を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

男女共同参画における町の取り組み状況（平成 25 年度）

基本目標 No. 項目
基本値
H21年

H22 年 H23 年 H24 年 Ｈ25 年
目標値
H25 年

備考

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
社
会

制
度
・
慣
行
の
見
直
し
と
意
識
の
改
革

1
固定的性別役割分担意識に否定的な人
の割合

60.3% - - 59.0% 61.4% 75%
平成 22、23 年度は
調査実施せず

2 社会全体における男女の地位の平等感 18.5% - - 24.0% 26.4% 35%
平成 22、23 年度は
調査実施せず

3
男女共同参画に関する学習会又は講演
会開催数

0 回 2 回 4 回 1回 １回 1回

4 年間に実施する出前講座の回数 0 回 0 回 0 回 0 回 ０回 4 回

5
男女共同参画社会基本法の概要を知っ
ている町民の割合

16.4% - - 24.0％ 42.2% 70%
平成 22、23 年度は
調査実施せず

6
男女共同参画講座を開催した公民館の
割合

0.0% 50.0% 50.0% 41.6％ 66.7% 100%

政
策
・
方
針
決
定
過
程

へ
の
男
女
共
同
参
画
の

推
進

7 女性委員のいない審議会等の数 14 8 7 7 6 0 
8 審議会等における女性委員の割合 18.9% 20.8% 22.1% 24.9％ 25.9% 40%

9
町の女性職員の管理職の数（うち、一
般行政職）

2 人
(0 人 )

2 人
(0 人 )

2 人
(0 人 )

2 人
（０人）

１人
(０人 )

3 人以上 
(1人以

上 )
10 町の男性職員の育児休業取得者の割合 0.0% 0.0% 0.0% 14.3％ 0.0％ 10%

家
庭
・
職
場
・
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進

11 男性の生活自立講座開催数 0 回 0 回 4 回 0 回 ０回 1回
12 地域包括支援センター数 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所 １箇所 1箇所
13 家族経営協定農家数 3 協定 4 協定 4 協定 4 協定 ５協定 5 協定
14 女性の認定農業者数 0 人 0 人 0 人 0 人 ０人 1人以上
15 通常保育を実施している施設の割合 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％ 100.0% 100%
16 乳児保育を実施している施設の割合 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％ 100.0% 100%
17 延長保育を実施している施設の割合 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％ 100.0% 100%
18 一時保育を実施している施設の割合 100.0% 100.0% 100.0% 100.0％ 100.0% 100%
19 子育て支援センターの箇所数 2 箇所 2 箇所 2 箇所 2 箇所 ２箇所 2 箇所
20 放課後児童クラブ数 2 箇所 2 箇所 2 箇所 2 箇所 ２箇所 2 箇所
21 女性の起業家・グループ数 3 3 3 6 6 5 

個
人
の
尊
厳
の
確
立

22
授業で人権の視点から男女共同参画の
内容を取り上げた学校の割合

40.0% 66.7% 57.1% 71.4％ 71.4% 100%

23
教職員研修で人権課題「女性」を取り
上げた学校の割合

40.0% 77.8% 57.1% 57.1％ 28.6% 100%

24
町職員に対する男女共同参画に関する研
修実施回数

0 回 0 回 0 回 1回 １回 1回

25
配偶者からの暴力の防止及び被害者の
保護に関する法律の概要を知っている町
民の割合

19.6% - - 41.9％ 57.0% 70%
平成 22、23 年度は
調査実施せず

26 乳がん検診の受診率 17.6% 14.7% 18.1% 16.5％ 9.9% 30%
27 子宮がん検診の受診率 14.7% 8.6% 14.5% 9.1％ 10.7% 30%

最
近
、
お
店
の
食
品
売
り
場
で
男

性
の
姿
を
多
く
見
か
け
ま
す
。
若
い

男
性
は
メ
モ
や
携
帯
電
話
を
見
な
が

ら
お
買
い
物
。「
男
性
も
家
事
分
担

し
て
る
！
」
男
女
共
同
参
画
社
会
に

近
づ
い
て
い
る
若
い
世
代
に
拍
手
!!

ま
た
、
高
齢
の
男
性
の
姿
も
あ
ち

こ
ち
に
。
カ
ゴ
を
手
に
持
つ
姿
が
ど

こ
か
ぎ
こ
ち
な
く
、
カ
ゴ
の
中
身
か

ら
察
し
て
独
居
の
方
？
つ
れ
あ
い
の

方
が
病
気
か
し
ら
…
。
70
歳
前
後

か
ら
上
の
世
代
は
、
男
女
を
問
わ

ず
「
男
子
厨
房
に
入
る
べ
か
ら
ず
」

「
家
事
育
児
は
女
の
仕
事
」「
女
ら
し

毎
年
、
11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日
ま

で
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
期
間
で
す
。

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
、売
買
春
、人
身
取
引
、セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
等
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女

性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
に
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、
暴

力
の
な
い
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

く
」
を
美
徳
と
し
て

育
っ
た
世
代
。
し
か

し
妻
の
病
気
が
現
実

に
な
っ
た
と
き
、
困

る
の
は
男
性
!?

い
え
い
え
、
女
性
も
病
気
の
床
の

中
で
嘆
い
て
…
。

さ
あ
、
今
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
！

夫
婦
で
一
緒
に
台
所
に
立
っ
て
料
理

を
楽
し
む
こ
と
を
！
自
然
と
「
美
味

し
か
っ
た
ね
」「
あ
り
が
と
う
」
の

言
葉
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
男
女
が

共
に
支
え
合
う
幸
せ
の
第
一
歩
で
す

ね
。

熱
に
伏
す 

妻
に
苦
心
の 

朝
ご
は
ん

ね

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？

（
C
）
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー 

「
男
女
共
同
参
画
か
る
た
」
よ
り

島根県男女共同参画サポーター
西蔭千恵美さん男女共同参画お届け講座

ひとりで悩まず
電話してください

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　　NPO 法人女性と子ども支援
センターウィメンズネットこう
べ代表理事・正

ま さ い れ い こ

井礼子さんを講
師に迎え、防災・災害時の避難
所運営、被災者支援等について、
男女共同参画の視点から講演を
いただきます。

松江地方法務局及び島根県人権
擁護委員連合会では、女性をめぐ
る様々な人権問題の解決を図るた
めの取組の一つとして、11 月 17
日から 23 日までの 7 日間を、『全
国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間』と定め、下記のとおり
法務局職員や人権擁護委員が電話
での相談を実施いたします。

夫やパートナーからの暴力、職
場におけるセクシュアル・ハラス
メントやストーカー行為などでお
困りの方、周りでそういったこと
を見聞きしたという方、どうぞ電
話をかけてみてください。相談は
無料で、秘密は守られます。

つわの暮らし推進課
☎ 74-0092

平成26年11月17日（月）から
11月23日（日）8:30～19:00 

（土日は 10:00 ～ 17:00）

女性の人権ホットライン
0570-070-810
PHS、IP 電話からの発信の場合
は 0852-26-8869 へお電話下さ
い。
松江地方法務局

☎ 0852-32-4260

日

問

問

☎

相談は下記窓口へ…

相談窓口 連絡先

津和野町役場健康福祉課 0856-72-0673

益田児童相談所 0856-31-1886
島根県女性相談センター
西部分室

0854-84-5661
（相談専用電話）

警察（24 時間対応） ＃ 9110 または 0852-31-9110

平 成 25 年 度

つ わ の 暮 ら し 推 進 課
☎ 74-0092

取組報告
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日

日

日

対
定

締

締

締

￥

￥

￥

問

問

問

申

申

申

自伐林業のための山に
優しい作業路づくり講演会・研修会

来年も交通渋滞等緩
和のため、無料シャト
ルバスの利用にご協力
をお願いします。
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豊田実行委員長による抽選の様子

今年もつわみんがエントリーし
とるよ！
結果を楽しみに待っとってね！

出演情報など最新情
報を facebookでチェッ
クしよう！

http://www.yurugp.jp/

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくはお問合せください。【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652

石見地方のキャラクターや風景写真をラッピングした特
急「スーパーおき」号の運行開始の記念セレモニーに参加
しました。

他にもたくさん出演しました。
9.16	 Coccolo 親子キャンドルフェスタ
9.11	 振り込め詐欺防止VTR撮影
9.13	 山口線、山陰本線	全線運転再開キャンペーン
9.20	 萩石見空港まつり＆広域消防フェスティバル 2014

山口県萩市のキャラクター「萩にゃん」と一緒に
マツダスタジアムにて観光宣伝を行いました

つわみん活動日記

スーパーおき ラッピング電車運行記念セレモニー ながと路　スタジアム観光宣伝９ ９
15 16

つわみんもエントリー
ゆるキャラグランプリ2014

9.20 ～ 21	 白山神社秋季例大祭
9.21	 しまね人権フェスティバル 2014
9.27	 ご縁の国しまね in 津和野
9.28	 第 50 回小川地区民運動会
9.30	 飛鳥Ⅱ	浜田港歓迎イベント

8
月
15
日
に
行
わ
れ
た
津
和
野
町
夏
ま
つ
り
「
に
ち
は
ら
鮎
ま
つ

り
花
火
大
会
」
の
鮎
竿
が
け
大
物
大
賞
の
入
賞
者
に
特
産
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

同
賞
は
、
ま
つ
り
期
間
中
に
高
和
津
川
漁
協
日
原
支
所
に
持
ち
込

ま
れ
た
鮎
の
中
で
重
量
の
重
い
鮎
を
竿
が
け
し
た
方
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
位
３
名
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

1
位:

加
藤
信
雄
さ
ん
（
下
関
市
） 

１
７
３
㌘

　

2
位:

竹
内
義
夫
さ
ん
（
山
口
市
） 

１
４
８
㌘

　

3
位:

石
川
周
二
さ
ん
（
津
和
野
町
） 

１
４
０
㌘

ま
た
、
同
ま
つ
り
に
お
い
て
、
津
和
野
駅
・
道
の
駅
シ
ル
ク
ウ
ェ

イ
起
点
で
会
場
と
を
結
ぶ
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
者
の
中
か
ら
抽

選
で
選
ば
れ
る
「
萩
石
見
空
港
発
東
京
ペ
ア
宿
泊
・
航
空
券
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
は
藤
田
日
向
子
さ
ん
（
津
和
野
町
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。（
商

品
提
供
・
萩
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進
協
議
会
）
そ
の
他
賞
は
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

おめでとう　ございます

決定
鮎
ま
つ
り
花
火
大
会
鮎
竿
が
け
大
物
大
賞

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
当
選
者

『自伐型林業』のための講習会・研修会
農林課☎ 72-0653

第２回チェンソー特別教育講習

チェンソーを使用した伐木・造材業務を安全に行
うために、島根県農林水産部林業課林業普及スタッ
フの坂越浩一氏を招き、労働安全衛生規則に基づい
た講習会を開催します。

今年度最後の講習です。希望される方は忘れずに
お申込み下さい。

チェンソーを使う業務で、胸高直径 20㎝以上の
伐木・掛り木処理をするには、特別教育修了の資格
認定証が必要になります。

町では、規則に基づき２日間の立ち木の伐木、掛
り木処理の特別教育講習を修了した方に、認定証を発行しており、前回７月の講習会では、
13 名の方が２日間の講習を受け、認定証を手にしました。

12 月に、7 月と 11 月の特別教育講習修了者を対象に、坂越浩一氏（島
根県農林水産部林業課林業普及スタッフ）を講師に、町有林において、
立ち木の伐木及びフェリングレバーやロープなどを使用した掛り木の
安全な処理を学ぶスキルアップ研修会を開催します。

11 月８日（土）、９日（日）　　20 名　　5,000 円
津和野町民で、「山の宝」登録者または今年度登録予定者
10 月 31 日（金）ただし、定員に達した時点で締め切ります
　 農林課☎ 72-0653

12 月 20 日（土）、21 日（日）　　1,000 円（講演会は無料）
12 月 12 日（金）　　　　 農林課☎ 72-0653

12 月 13 日（土）、14 日（日）　　無料　　　12 月５日（金）
 　農林課☎ 72-0653

小型機械のみで、林業に取り組むための自伐型作業路づくりの現地
研修会と講演会を徳島県で自伐林業に取り組んでいる橋本光治氏を招
き開催します。講演会に関する詳細は 11 月の回覧文書にてお知らせし
ます。

橋本氏は、スギやヒノキの人工林を間伐し搬出するだけでなく、広
葉樹の天然性林も育てており、一家三代で自伐林業を営んでいます。

その基礎となっているのが、豪雨でも水の流れを分散させることに
より壊れないようにしている幅員 2．5㍍の高密度路網です。

使用している機械は、３t バックホーと２t ダンプ、林内作業車といっ
た小型の林業機械です。そのノウハウを学ぶ良い機会ですので、是非
ご参加ください。

日 対 定￥ 問申締日時 対象者 参加費 定員 申込先締切り お問合せ先

チェンソー特別教育講習修了者のスキルアップ研修会
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町からのお知らせ
広報つわの 2014 年 10 月 24 日発行

税務住民課☎ 74-0059

環境生活課☎ 72-0309

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
取
組
の
一
環
と
し
て
人

権
標
語
を
募
集
い
た
し
ま
し

た
。
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の

大
切
さ
、
心
豊
か
な
人
権
意
識

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
町
内

の
学
校
に
ご
協
力
に
よ
り
、
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
応
募
い

た
だ
い
た
作
品
を
数
作
品
ず
つ

掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

人権の大切さ、忘れないで ･･･

平
成
27
年
度
に
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
を
計
画
し
て
い
る

方
は
平
成
26
年
12
月
26
日
ま
で

に
環
境
生
活
課
ま
で
必
ず
申
込

み
下
さ
い
。（
申
請
手
続
き
は

翌
年
4
月
以
降
）

な
お
、
こ
の
事
業
は
国
の
補

助
を
受
け
て
お
り
、
件
数
に
制

限
が
あ
り
ま
す
。
年
度
途
中
で

の
申
込
み
や
、
制
限
を
超
え
た

場
合
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。

補
助
金
交
付
の
条
件

①
浄
化
槽
設
置
場
所
町
内
で
下

水
道
処
理
区
域
ま
た
は
認

可
区
域
以
外
の
地
域
に
あ

る
こ
と
。
対
象
区
域
に
つ
い

て
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

②
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
の
場

合
は
、
総
床
面
積
の
２
分
の

１
以
上
が
住
居
用
で
あ
る

こ
と
。

③
平
成
28
年
3
月
13
日
ま
で
に

事
業
完
了
さ
れ
る
方
。

水
質
保
全
に
ご
協
力
を

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
下
水

道
施
設
の
ミ
ニ
版
で
機
能
は
下

水
道
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
浄
化

槽
を
宅
地
内
等
に
設
置
し
、
ト

イ
レ
や
台
所
等
の
生
活
雑
排
水

を
環
境
基
準
値
以
下
の
水
質
に

し
、
水
路
や
河
川
に
放
流
す
る

も
の
で
す
。

高
津
川
は
、
全
国
の
１
級
河

川
の
中
で
も
上
位
の
水
質
を
誇

っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
私

た
ち
流
域
住
民
の
誇
り
で
も
あ

り
、
下
水
道
加
入
や
合
併
浄
化

槽
設
置
等
水
質
浄
化
へ
の
取
り

組
み
、
日
頃
の
環
境
に
対
す
る

努
力
の
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
環
境
を
保
持

平成 27 年度合併処理浄化槽の補助について

平
成
27
年
度
の
津
和
野
町
リ

サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
（
平
成

27
年
３
月
発
行
、
発
行
予
定
部

数
４
，
７
０
０
枚
）
の
広
告
を

募
集
し
ま
す
。

広
告
掲
載
の
対
象
等

広
告
掲
載
の
対
象
、
広
告
掲

載
の
決
定
、
広
告
の
掲
載
料
の

納
入
及
び
広
告
主
の
責
任
等
に

つ
い
て
は
、「
津
和
野
町
広
告

料
収
入
事
業
実
施
要
綱
」
及
び

「
津
和
野
町
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ

ン
ダ
ー
広
告
掲
載
取
扱
要
領
」

に
基
づ
き
ま
す
。

申
込
方
法

掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、

平
成
26
年
12
月
26
日
（
金
）
ま

で
に
、「
津
和
野
町
リ
サ
イ
ク

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
申
込
書
」

に
原
稿
を
添
え
て
本
庁
舎
窓
口

か
津
和
野
庁
舎
環
境
生
活
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、申
込
多
数
の
場
合
は
、

各
地
域
共
に
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

町リサイクルカレンダーの広告主を募集しています

ご
み
を
屋
外
で
燃
や
す
こ
と

を
野
焼
き
と
い
い
ま
す
。近
年
、

津
和
野
警
察
署
に
よ
る
野
焼
き

の
検
挙
や
注
意
事
例
が
増
え
て

い
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
な
野
焼
き

は
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合

は
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
次
の
よ
う

な
場
合
は
例
外
と
な
り
ま
す
。

例
外
で
認
め
ら
れ
る
も
の

〇
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や

む
を
え
な
い
焼
却
（
稲
わ

ら
、
農
作
業
に
伴
い
刈
り
取

っ
た
雑
草
、
伐
採
し
た
木
の

枝
、
剪
定
枝
な
ど
）

〇
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
通

常
行
わ
れ
る
焼
却
（
草
取
り

や
庭
木
の
剪
定
で
出
た
草

木
の
焼
却
、
暖
を
取
る
為
の

焚
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
）

〇
風
俗
習
慣
上
、
宗
教
上
の
行

事
な
ど
で
行
う
焼
却
（
と
ん

ど
焼
き
、
山
焼
き
な
ど
）

生
活
環
境
の
保
全
上
著
し
い

支
障
を
生
ず
る
廃
ビ
ニ
ー
ル
の

焼
却
は
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
せ

ん
。野

焼
き
禁
止
の
例
外
規
定
と

さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て
も
、
煙

等
に
よ
り
周
辺
住
民
の
生
活
環

境
へ
著
し
く
影
響
を
与
え
る
な

ど
、
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合

は
改
善
命
令
等
の
行
政
指
導
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

家
庭
ご
み
は
野
焼
き
せ
ず
、

分
別
し
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

指
定
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
行

い
、
自
然
・
生
活
環
境
が
保
全

さ
れ
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環境生活課☎ 72-0309

環境生活課☎ 72-0309

特別な場合を除き野焼きは禁止です

野焼きとして禁止されている行為（参考例）

リサイクルカレンダー有料広告の規格等

掲 載 位 置 町が指定した位置とする。

掲 載 期 間 1 年間（4 月当初から翌年 3 月末）とする。

掲 載 規 格
１枠につき縦 5.5cm× 横 8.0cm とする。
ただし、隣り合う 2 つの枠を１枠の広
告とすることができる。

掲 載 募 集 枠 等 津和野地域カレンダー 5 枠、日原地域
カレンダー 5 枠の計 10 枠とする。

広 告 掲 載 料 １枠あたり 10,000 円（町外 15,000 円）

優 先 掲 載 順 位

公共性の高いもの、地域性の高いものを
優先的に掲載するものとし、その優先掲
載順位は次のとおりとする。
(1) 国、政府関係機関、地方公共団体に

類するもの 
(2) 私企業のうち公共性の高いもの
(3) 町内に本社、支店、営業所、店舗等

を有する企業、事業者又は商店会な
どの連合体 

人槽区分 補助金限度額 延床面積（参考）
5 人槽 332 千円 住居部分の面積が 150㎡未満

6~7 人槽 414 千円 住居部分の面積が 150㎡以上
8~10 人槽 548 千円 2 世帯住宅等

し
、
ま
た
、

よ
り
良
く
す

る
た
め
に
は

今
以
上
の
努

力
が
必
要
で

あ
り
、
津
和

野
町
は
皆
さ

ん
と
と
も
に

水
質
保
全
、

環
境
美
化
、

住
環
境
の
改

善
を
推
進
し

ま
す
。

あ
い
さ
つ
で　

人
と
人
と
を　

結
び
あ
う

 

津
和
野
中
学
校
2
年 

松
本
悠
汰
さ
ん

平
等
に　

ど
ん
な
人
に
も　

思
い
や
り

 

津
和
野
中
学
校
2
年 

山
根
康
太
郎
さ
ん

い
じ
め
っ
子　

か
す
ん
で
見
え
る
ぜ　

津
和
野
っ
子

 

津
和
野
中
学
校
2
年 

橋
本
竣
一
さ
ん

思
い
や
り　

ま
ず
は
自
分
に　

目
を
向
け
て

 

津
和
野
中
学
校
3
年 

須
山
和
樹
さ
ん

「
本
当
の
仲
間
っ
て
何
だ
ろ
う
?
」
そ
れ
が
未
来
に
つ
な
が
る
課
題

か
な
。

 

津
和
野
中
学
校
3
年 

島
田
美
久
さ
ん

伝
え
合
お
う　

笑
顔
ひ
ろ
が
る　

友
達
の
輪

 

津
和
野
中
学
校
3
年 

小
石
楓
華
さ
ん

「
あ
り
が
と
う
」　

そ
の
一
言
を　

か
み
し
め
る

 

津
和
野
中
学
校
3
年 

登
石
祐
羅
さ
ん

※
順
不
同
。
平
成
25
年
度（
平
成
26
年
3
月
時
点
）の
作
品
で
す
。
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町からのお知らせ
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税務住民課☎ 74-0069
固定資産税（家屋）の減額制度のご案内

住宅の改修に関連する減額措置の早見表
１．住宅の耐震改修に対

する減額措置
２．住宅のバリアフリー改修（高齢者等居住改修）に対

する減額措置
３．住宅の省エネ改修（熱損失防

止改修）に対する減額措置

減
額
要
件

①昭和 57 年 1 月 1 日以前
から所在する専用住宅、
併用住宅、共同住宅であ
ること。

②現行の耐震基準に適合
する耐震改修であるこ
と。

③耐震改修の費用が 50 万
円以上であること。（平
成 25 年 3 月 31 日まで
に改修工事の契約を締
結した場合は 30 万円以
上）

①平成 19 年 1 月 1 日に存在している住宅であり、1 ※１

や 2 ※２等の減額措置が適用されていないこと。
②次の方が居住していること。

(1)65 歳以上の方
(2) 要介護認定又は要支援認定を受けている方
(3) 障がいをお持ちの方

③次のいずれかに該当するバリアフリー改修工事で、補
助金等を除く自己負担額が 50 万円以上であること。（平
成 25 年 3 月 31 日までに改修工事の契約を締結した場
合は同 30 万円以上）

（1）通路又は出入口の幅を拡張する工事
(2) 浴室を改良する工事
(3) 手すりを取り付ける工事
(4) 出入口の戸を改良する工事

（5）階段の勾配を緩和する工事
（6）便所を改良する工事
(7) 床の段差を解消する工事
(8) 床の材料を滑りにくいものに取り替える工事

①平成 20 年 1 月 1 日に存在して
いる住宅であり、1 ※１や 2 ※２等
の減額措置が適用されていない
こと。

②窓の改修工事（二重サッシ化、
複層ガラス化等）又は窓の改修
工事と併せて行う床、天井又は
壁の断熱改修工事で現行の省エ
ネ基準に適合すること。

③省エネ改修の費用が 50 万円以
上であること。（平成 25 年 3 月
31 日までに改修工事の契約を締
結した場合は同 30 万円以上）

減
額
範
囲

と
割
合

①一戸あたり住宅部分の
床面積の 120㎡まで

②減額割合は、1/2

①一戸あたり住宅部分の床面積の 100㎡まで
②減額割合は、1/3

①一戸あたり住宅部分の床面積の
120㎡まで

②減額割合は、1/3

減
額
期

間
平 成 27 年 12 月 31 日 ま
でに耐震改修を行なった
場合に翌年度分が減額

平成 28 年 3 月 31 日までにバリアフリー改修を行なっ
た場合は、翌年度分が減額

平成 28 年 3 月 31 日までに省エネ
改修を行なった場合は、翌年度分
が減額

必
要
書
類

①耐震改修に係る減額申
告書

②固定資産税減額証明書
③改修費用を確認できる

書類（見積書、請求書、
領収書等）

①バリアフリー改修に係る減額申告書
② 65 歳未満の方の場合は要介護・要支援認定を受けて

いること、障がいをお持ちであることを示す被保険者
証や手帳等

③工事内容を確認できる書類（工事明細書、写真等）

①省エネ改修に係る減額申告書
②固定資産税減額証明書

※１新築住宅に対する減額措置　※２認定長期優良住宅に対する減額措置

こ
の
事
業
は
出
し
手
農
家
か

ら
し
ま
ね
農
業
振
興
公
社
（
機

構
）
が
農
地
を
長
期
に
借
入

れ
、
経
営
規
模
の
拡
大
や
分
散

錯
圃
の
解
消
を
希
望
さ
れ
る
担

い
手
農
家
に
で
き
る
だ
け
ま
と

め
て
農
地
を
貸
し
付
け
る
も
の

で
す
。
な
お
農
林
課
で
は
、
公

社
か
ら
一
部
事
務
を
受
託
し
相

談
業
務
な
ど
を
行
い
ま
す
。

機
構
が
農
地
を
借
り
入
れ
る
条

件
（
例
）

①
遊
休
農
地
で
な
い
こ
と
。

②
受
け
手
（
耕
作
を
す
る
担
い

手
）
が
決
ま
っ
て
い
る
農
地

で
あ
る
こ
と
。

機
構
か
ら
農
地
を
借
り
た
い
方

へ
（
担
い
手
の
み
な
さ
ま
）

機
構
が
行
う
借
受
希
望
者

（
受
け
手
）
の
募
集
（
公
募
）

に
応
募
し
、「
借
受
希
望
者
リ

ス
ト
」
に
掲
載
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

機
構
へ
農
地
を
貸
し
た
い
方

（
出
し
手
の
み
な
さ
ま
）

右
記
①
②
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
場
合
、
公
社
や
農
林
課
ま

た
は
お
近
く
の
農
業
委
員
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

機
構
へ
農
地
を
貸
さ
れ
た
方

は
、
機
構
集
積
協
力
金
の
対
象

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

農林課☎ 72-0653
農地中間管理機構事業がスタートしました

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

控
除
の
対
象
に
な
る
の
は
そ

の
年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
支
払
っ
た
分
で
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
「
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書
」
の
添
付
が
必

要
で
、
書
類
は
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
平
成
26
年
10
月
1
日

か
ら
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
は
じ
め
て
保
険
料
を
払

っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
2

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
又
は

領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
時

家
族
の
保
険
料
を
支
払
っ
た

場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険

料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除

証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

証
明
書
に
つ
い
て
の
ご
照
会

は
、
書
類
に
記
載
の
あ
る
番
号

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎0570-058-555

（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

050

か
ら
始
ま
る
電
話
で

お
か
け
に
な
る
場
合
は
☎03-

6700-1144

自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま

す
。
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て

「
3
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

平
成
26
年
11
月
4
日
～
平
成

27
年
3
月
16
日

受
付
時
間

○
月
～
金　

９
～
19
時

○
第
2
土
曜
9
～
17
時

*
祝
日
（
第
2
土
曜
日
を
除

く
）、
12
月
29
日
～
1
月
3
日

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

健康福祉課☎ 72-0651
年金保険料控除証明書は確定申告まで保管を！

固
定
資
産
税
（
家
屋
）
の
減
額
制
度
に
は
、
既

存
住
宅
に
係
る
耐
震
改
修
工

事
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
及
び
省
エ
ネ
改
修
工
事
に

対
す
る
減
額
制
度
が
あ
り
ま

す
。

耐
震
改
修
に
対
す
る
減
額
措
置

耐
震
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
住
宅
で
工
事
完
了

後
３
か
月
以
内
に
固
定
資
産
税
減
額
証
明
書
を
添

付
し
て
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
対
す
る
減
額
措
置

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
住
宅
で

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
必
要
書
類
を
添
付
し

て
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
賃
貸
住
宅
や
併
用
住
宅

で
居
住
部
分
の
面
積
が
１
／
２
未
満
の
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
（
熱
損
失
防
止
改
修
）
に
対

す
る
減
額
措
置

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
住
宅
で
工
事
完

了
後
３
か
月
以
内
に
固
定
資
産
税
減
額
証
明
書
を

添
付
し
て
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産

税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
賃
貸
住
宅
の
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。



日 -Sunday- 月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday- 土 -Saturday-11

日原公民館日公カレンダーの略字表
記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談 ,交通事故相談
総務財政課･････････☎74-0028
■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 ,育児相談 ,乳児・
幼児健診 ,ケアサロン ,手
話生活相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談

社会福祉協議会津和野支所
･ ☎72-1494
■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支所･
☎74-1617
■パソコン教室 ,ハングル講
座 ,アダルト英会話 ,キッ
ズえいかいわＡ，ヨガ&マッ
トエクササイズ，水彩画教
室

日原中央公民館･････☎74-0302
■3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室

津和野町民センター
･ ･ ☎ 72-2070
■キラキラ体操教室、元気
アップ教室、地域運動推進
員サロン活動・研修会

地域包括支援センター
･ ☎72-0683
■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食
育の集い

青原公民館･････････☎75-0039
■断酒会
断酒会鹿足支部
･ ☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ なごみ 津和野温泉なごみの里
中央 日原中央公民館

納期限は11月30日
各料金・税金は納付期限ま
でに納付しないと、20 日以
内に督促状を発送します。
その後の納付には 100 円の
手数料が別途必要となりま
す。
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【当番医】津和野共存病院

【当番医】松浦内科胃腸科

【当番医】栗栖医院 【当番医】増野医院

【当番医】小笠原医院

【当番医】和崎医院

【当番医】つわぶき医院

1

6

9

7

11 1210

8

13 14 15

16 17 18 19

27 28

20 21 22

23 24 25 26

2 4 53

29

30

勤労感謝の日 振替休日

文化の日

国民健康保険税・第 8期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第8期
介護保険料・・第8期
固定資産税・・第4期

町税等の支払いは口座振
替が便利がおススメです

◎「みんなで学ぼう！成年後見
制度」研修会

( まちせ /13:30~15:30）

◎心配ごと相談
( ふくせ /10:00~12:00)
◎無料行政相談
( ふくせ /10:00~12:00）
◎パソコン初心者教室

（青原公民館 /10:00~12:00）
◎津和野図書館休館日

◎交通事故巡回相談 ( 要予約 )
( 益田市役所 /9:00~15:00)
◎水彩画教室
( やませ /9:30~11:30)
◎リハビリ恋(来い、鯉)クラブ※１

( まちせ /10:00~11:30）
◎ HBC 体操畑迫※１

( 畑迫公民館 /10:00~11:30)
◎キラキラ体操教室
( 新地公民館 /13:30~14:30)
( 左鐙公民館 /15:30~16:30)
◎あさぎりの湯定休日（なごみ ）

◎交通事故相談
( 浜田合庁 /9~12 時 ,13~16 時 )
◎すずめの会※１

( 柳会館 /9:30~11:00)
◎元気アップ教室※２

( まちせ ( 橋南 )/9:30~13:00)
◎ケアサロン
( 津和野共存病院 /11:00-12:00)
◎手話生活相談

（役場本庁舎 /13:30~16:00）
◎断酒会
( 中央公 /19:00-21:00)

◎パソコン教室
( 日原公 /10:00~12:00)

◎３Ｂ体操
( まちせ /13:30~）

◎定期演奏会ビークオリティー
（なごみ  ）
◎第 37 回須川公民館まつり
( 須 川 公 民 館・ 須 川 体 育 館
/9:30~15:00)
◎左鐙公民館まつり
◎須川公民館まつり
◎木部小学校　学習発表会
◎左鐙小学校　学習発表会

◎津和野小学校　津和野っ子
フェスタ

◎日原小学校　学習発表会

◎明るい生活相談
( やまび /10:00~12:00)
◎無料行政相談
( やませ /10:00~12:00）
◎無料法律相談《要予約》
( ふくせ /13:00~16:00)
◎ヨガ & マットエクササイズ
( やませ /20:00~21:00)

◎史跡めぐり須川地域
( やませ /9:30~12:30)
◎ HBC 体操畑迫※１

( 畑迫公民館 /10:00~11:30)
◎キラキラ体操教室
( やまび /13:30~14:30)
( 程彼集落センター/15:30~16:30)
◎津和野地区ゴムバンド教室
( まちせ /13:30~15:00)
◎あさぎりの湯定休日 ( なごみ）

◎交通事故相談
( 浜田合庁 /9~12 時 ,13~16 時 )
◎食育の集い、調理実習
（青原公民館 /9:30~13:30）
◎すずめの会※１

( 柳会館 /9:30~11:00)
◎季節の湯（ゆず）
（なごみ /10:00~21:00）
◎すずめの会※１

( 池河公民館 /10:00~11:30)
◎水彩画教室
( まちせ /13:30~,19:00~）
◎断酒会
( 中央公 /19:00-21:00)

◎離乳食教室
( 直地集会所 /9:30-11:30)
◎パソコン教室
( 日原公 /10:00~12:00)
◎キラキラ体操教室
( 中座会館 /10:30~11:30)
( 小川公民館 /13:30~14:30)
◎ハングル講座
( 日原公 /19:30~21:00)

◎健康相談
( まちせ /9:30-11:30)
◎アダルト英会話
( やませ /10:30~11:30)
◎小川はつらつクラブ※１

( 小川公民館 /13:30~15:00)
◎キッズえいかいわ A
( やませ /16:15~17:00)
◎つわの英会話教室
( まちせ /20:00~21:00)

◎輪読鷗外
( 森鷗外記念館 /10:00~11:00)
◎石見神楽公演（久木社中）
( なごみ /11:00~,14:00~）
◎津和野地区健康を守る会

ウォーキング大会（阿知須町）
◎滝元産業文化祭
◎日原公民館まつり

◎元気会※１

( 下町コミセン/10:00~11:30)◎無料人権相談
（まちせ /9:00~11:30）
◎水彩画教室
( やませ /9:30~11:30)
◎ HBC 体操畑迫※１

( 畑迫公民館 /10:00~11:30)
◎キラキラ体操教室
( 小倉谷公民館 /13:30~14:30)
( 野地公民館 /15:30~16:30)
◎幼児健診
( プラサ枕瀬 /13:30~)
◎あさぎりの湯定休日（なごみ ）

◎交通事故相談
(浜田合庁/9~12時,13~16時)

◎畑迫地区心配ごと相談
( 畑迫公民館 /9:00~11:00)

◎元気アップ教室※２

( 須川公民館 /9:30~13:00)
◎健康相談
( 発熱外来診療所 /9:30-11:30)
◎３Ｂ体操
( まちせ /13:30 ～）

◎第 65 回近県学校音楽大会
( 津和野体育館 / 開会式 8:00~)

◎津和野中学校　文化祭
◎日原中学校　文化祭

◎育児相談
( 日原保育園内子育て支援セン
ター /10:00-11:30)
◎明るい生活相談
( やまび /10:00~12:00)
◎無料人権相談
( やまび /10:00~12:00）
◎ヨガ & マットエクササイズ
( やませ /20:00~21:00)

◎ HBC 体操畑迫※１

( 畑迫公民館 /10:00~11:30)
◎キラキラ体操教室
(滝元多目的集会所/13:30~14:30)
( 添谷公民館 /15:30~16:30)
◎津和野地区ゴムバンド教室
( まちせ /13:30~15:00)
◎乳児健診
( やまび /13:30~)
◎あさぎりの湯定休日

（なごみ ）

◎交通事故相談
( 浜田合庁 /9~12 時 ,13~16 時 )
◎すずめの会※１

( 柳会館 /9:30~11:00)
◎きんぎょの会※１

( 木部公民館 /10:00~11:30)
◎季節の湯（ゆず）

（なごみ /10:00~21:00）
◎地域運動推進員研修会
( まちせ /13:00~16:00)
◎水彩画教室
( まちせ /13:30~,19:00~）

◎木部地区心配ごと相談
( 木部公民館 /9:00~11:30)◎秋満喫 in 安蔵寺山（登山・キ

ノコ学習会）
（安蔵寺山 /8:45~14:40）
◎平成 26 年度津和野町表彰式
( やませ /10:00~11:00）
◎ほほえみ会※１

( 添谷集会所 /14:00~15:30)

◎津和野地区自治会連絡協議会
GG 大会

（鷲原公園 /8:30 ～）
◎石見神楽公演（浜田商業高等

学校）
（なごみ /11:00~,14:00~）
◎青原小学校　みんなの心の収

穫祭

◎月いちボランティア清掃
( 社協津和野支所 /8:00~9:00)
◎わっしょい津和野特産品まつ

り・石見神楽公演（なごみ ）

※１地域運動推進員サロン活動 ※２対象は 70 歳以上のひとり暮らしの方、70 歳以上だけの 2 人
以上暮らしの方となります

◎なかよし体操中座※１

( 中座会館 /10:00~11:30)
◎パソコン教室
( 日原公 /10:00~12:00)
◎キラキラ体操教室
( 中組自治会館 /10:30~11:30)
( 和田自治会館 /13:30~14:30)
◎津和野地区心配ごと相談
( ふくせ /13:30~15:00)
◎ハングル講座
( 日原公 /19:30~21:00)

◎ハッスル会※１

( 鹿谷集会所 /10:00~11:30)
◎パソコン教室
( 日原公 /10:00~12:00)
◎キラキラ体操教室
(名賀地域センター/10:30~11:30)
( まちせ /13:30~14:30)
◎三葉会※１

(程彼集落センター/13:30~15:00)
◎健康体操※１

( 青原公民館 /13:30~15:00）
◎ハングル講座
( 日原公 /19:30~21:00)

◎名賀のぞみクラブ※１

( 名賀地域センター /10:00~11:30)
◎育児相談
( 直地児童館子育て支援センター
/10:30-11:30)
◎キラキラ体操教室
( 高田自治会館 /10:30~11:30)
( 野中自治会館 /13:30~14:30)
◎健康体操※１

( 青原公民館 /13:30~15:00)
◎ハングル講座
( 日原公 /19:30~21:00)

◎木部地区敬愛文化祭
◎第 61 回かのあし駅伝大会
( 六日市基幹集落センター ~ 津
和野町役場津和野庁舎 /9:30~）

◎パソコン初心者教室
（青原公民館 /10:00~12:00）
◎心配ごと相談
( ふくせ /10:00~12:00)
◎無料行政相談
( ふくせ /10:00~12:00）
◎史談会 ( まちせ /13:30~）
◎さくら会※１

( 須川公民館 /13:30~15:00)
◎いきいきフィットネス体操

（青原公民館 /19:30~20:30）

◎すずめの会※１

( 柳会館 /9:30~11:00)
◎元気アップ教室※２

( 木部公民館 /9:30~13:00)
◎にこにこ会※１

( プラサ枕瀬 /10:00~11:30)
◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）
◎すみれ会※ 1

( 小瀬会館 /13:30~15:00)
◎小川地区心配ごと相談
( 小川公民館 /13:30~15:30)
◎断酒会 ( まちせ /19:00-21:00)

森鷗外記念館 企画展のお知らせ

【お問合せ先】森鷗外記念館☎ 72-3210

現在２つの企画展を開催しています。この機会に、どうぞお越しください。

「企画展　鷗外文学に見る草花」
（平成 26 年 11 月 30 日まで）

「企画展　鷗外宛の年賀状」 
（平成 27 年 1 月 25 日 まで）

指名手配被疑者の検挙にご協力を！
現在、全国の警察から指名手配されている者は、約 750 人に上っています。（平成 26
年 9 月末時点）
警察では、11 月中に全国警察の総力を挙げて指名手配被疑者の早期検挙に取り組みます。
よく似た人を見掛けたといった情報など、どんなわずかなことでも結構ですので、警察
に通報していただくようお願いします。

津和野警察署

日公

日公

日公

日公

日公

日公

町セ

日公

日公

中央

中央

町セ

町セ 町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ福セ

福セ

町セ
福セ

福セ

福セ
町セ

福セ

やま

やま

やま

やま

やま

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ
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町からのお知らせ
広報つわの 2014 年 10 月 24 日発行

４
月
１
日
か
ら
津
和
野
町
斎

場
「
淨じ

ょ
う
え
ん苑

し
ら
さ
ぎ
」
の
使
用

料
の
一
部
が
変
更
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
料
金
表
に
加
え

新
た
に
①
霊
安
室
の
使
用
（
町

内
５
千
円
、
町
外
1
万
円
）、

②
仕
上
げ
の
み（
町
内
１
万
円
、

町
外
２
万
円
）
が
加
わ
り
ま
し

た
。
②
に
つ
い
て
葬
儀
と
仕
上

げ
を
同
時
に
す
る
際
に
は
葬
儀

分
の
み
の
料
金
と
な
り
ま
す
。

式
場
を
新
た
に
増
築

平
成
26
年
4
月
１
日
に
津
和

野
町
斎
場
は
新
た
に
式
場
（
収

容
人
数
１
５
０
人
）を
増
築
し
、

利
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
総
事
業
費
は

１
億
４
，
２
９
７
万
７
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
近
年
、
斎
場
を

利
用
さ
れ
る
方
が
増
加
し
て
い

る
中
、
皆
さ
ま
が
よ
り
一
層
使

い
や
す
い
施
設
と
す
る
た
め
増

築
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
さ
き
ほ
ど
ご
案
内
し
た

霊
安
室
も
今
回
の
増
築
に
併
せ

て
新
し
く
建
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、

詳
し
く
は
お
問

合
せ
い
た
だ
い

く
か
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

税務住民課☎ 74-0059
斎場の利用料金が変わりました

益
田
税
務
署
で
は
、「
税
の

役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」
を
テ

ー
マ
に
税
に
関
す
る
様
々
な
情

報
や
、
国
税
調
査
官
や
災
害
に

あ
っ
た
時
の
税
の
軽
減
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
す
る
番
組
「
Ｗ
Ｅ

Ｂ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
―
Ｔ
Ｖ
」
を
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
し
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
告
・
納
税
は
便
利
な　
　
　

　
　
　
　
ｅイ

ー
タ
ッ
ク
ス

―
Ｔ
ａ
ｘ
で
！

国
税
の
各
種
手
続
き
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
e
ー

T
ａ
ｘ
が
便
利
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
に
お
い

て
、
医
療
費
の
領
収
書
等
は
、

そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提
出
等

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
還
付
金
を
早
く
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
は
納
税
証
明
書
の
交

付
請
求
手
数
料
が
安
く
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、
自
宅

や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
所
得
税
、
消

費
税
、
法
人
税
、
贈
与
税
、
酒

税
及
び
印
紙
税
の
申
告
が
で
き

ま
す
。

 

法
定
調
書
及
び
所
得
税
徴

収
高
計
算
書
の
提
出
や
、
納
税

証
明
書
の
交
付
請
求
の
ほ
か
、

各
種
申
請
・
届
出
が
で
き
ま
す
。

ま
た
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に

よ
る
納
付
を
利
用
す
る
と
税
務

署
や
金
融
機
関
に
出
向
く
こ
と

な
く
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど

か
ら
納
税
で
き
ま
す
。

特
に
利
用
回
数
の
多
い
手
続

（
源
泉
所
得
税
の
毎
月
納
付
手

続
等
）
に
便
利
で
す
。

詳
し
い
情
報
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.
nta.go.jp/

）
ま
た
は
益
田
税

務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

益田税務署☎ 0856-22-0444
11月11～17 日は「税を考える週間」です

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
津
和
野
町
税
条
例
の
改
正
に

に
よ
り
、
平
成
27
年
4
月
１
日

か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
額
が
変

わ
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
課
税
分
か
ら
表

１
の
改
正
後
の
税
額
と
な
り
ま

す
。た

だ
し
、
表
１
の
太
枠

0

0

で
囲

ま
れ
た
車
種
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
4
月
1
日
以
後
に
新
規

検
査
を
受
け
る
も
の
（
新
車
で

取
得
さ
れ
る
も
の
）
か
ら
新
税

率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
平
成
28
年
4
月
１
日
か

ら
は
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観

点
か
ら
、
新
規
検
査
（
新
車
で

取
得
し
た
日
）
か
ら
13
年
を
経

過
し
た
3
輪
以
上
の
軽
自
動
車

に
つ
い
て
、
表
２
の
と
お
り
標

準
税
率
の
概
ね
20
％
の
重
課
が

導
入
さ
れ
ま
す
。

税務住民課☎ 74-0069
軽自動車税が上がります

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
は
将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お

い
て
、
高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・
運

用
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会

に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対

応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を

養
成
す
る
た
め
に
、
中
学
校
卒

業
者
等
を
対
象
に
採
用
す
る
制

度
で
す
。

応
募
資
格

○
一
般
試
験
受
験
者

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
で
、
中
学

校
卒
業
者
又
は
中
等
教
育
学
校

の
前
期
課
程
修
了
者
（
平
成
27

年
３
月
に
卒
業
、
前
期
課
程
修

了
見
込
み
の
者
を
含
む
）

○
推
薦
試
験
受
験
者

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
で
、
入
校

を
熱
望
す
る
強
い
意
志
を
持

ち
、
中
学
校
卒
業
又
は
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

（
平
成
27
年
３
月
に
卒
業
等
見

込
み
の
者
を
含
む
）の
中
か
ら
、

中
学
校
長
又
は
中
等
教
育
学
校

長
が
高
等
工
科
学
校
生
徒
と
し

て
、
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
、
将

来
自
衛
官
と
な
る
強
堅
な
意
志

を
持
ち
責
任
を
持
っ
て
推
薦
で

き
る
者

受
付
期
間

○
一
般
試
験

平
成
26
年
11
月
１
日
～
平
成

27
年
１
月
9
日
※

○
推
薦
試
験

平
成
26
年
11
月
１
日
～
平
成

26
年
12
月
５
日
※

※
締
切
日
必
着
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

教
育
及
び
卒
業
資
格

高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等

の
教
育
を
受
け
、
併
せ
て
技
術

的
な
識
能
を
有
す
る
陸
曹
と
し

て
必
要
な
各
種
技
術
の
専
門
教

育
、
防
衛
基
礎
学
や
各
種
訓
練

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
提
携
す
る
通
信
制
高

等
学
校
に
編
入
学
し
、
生
徒
課

程
修
了
時
に
高
等
学
校
の
卒
業

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
身
分
は
特
別
職
国
家
公

務
員
（
生
徒
）
で
、
手
当
の
支

給
を
受
け
な
が
ら
高
等
学
校
教

育
等
を
受
け
る
制
度
で
す
。

自衛隊島根地方協力本部☎ 0852-21-0015
陸上自衛隊高等工科学校生徒を募集！

表 1. 平成 27 年 4 月１日から施行される新しい軽自動車税の税額一覧
車種 区分 現行 改正後

4 輪以上

乗用（営業用）

( 軽自 4 輪 )

5,500 6,900
乗用（自家用） 7,200 10,800
貨物（営業用） 3,000 3,800
貨物（自家用） 4,000 5,000

3 輪の軽自動車 ( 軽自 3 輪 ) 3,100 3,900

2 輪

50cc 以下

（原付）

1,000 2,000
50cc 越 ~90cc 以下 1,200 2,000

90cc 越 ~125cc 以下 1,600 2,400
ミニカー（3 輪以上） 2,500 3,700

125cc 越 ~250cc 以下 ( 軽自 2 輪 ) 2,400 3,600
250cc 越 ( 小型 2 輪自動車 ) 4,000 6,000

農耕作業用その他 ( 小型特殊 ) 1,600 2,000
4,700 5,900

表２. 新車から 13 年を経過した自動車に課される重課一覧
車種 区分 標準税率 重課税率

４輪以上

乗用（営業用）

( 軽自４輪 )

6,900 8,200
乗用（自家用） 10,800 12,900
貨物（営業用） 3,800 4,500
貨物（自家用） 5,000 6,000

３輪の軽自動車 ( 軽自３輪 ) 3,900 4,600

斎場の使用料金一覧

区分 単位
使用料（単位：円）

町内 町外

火
葬
場

大人（12 歳以上） 1 体 15,000 30,000
子ども（12 歳未満） 1 体 10,000 20,000
妊娠 4 カ月以上の

胎児 1 体 5,000 10,000

身体の一部 1 体 5,000 10,000
産汚物等 1 体 5,000 10,000

附属
施設 霊安室 1 体 5,000 10,000

通夜 1 夜 10,000 20,000
葬儀 1 日 20,000 40,000

仕上げのみ 1 日 10,000 20,000
※「町内」とは死亡者（胎児についてはその父または母）

または使用者が町の住民基本台帳に記録されている
方となり、「町外」はそれ以外の方となります。

※斎場の使用時間についてはお問合せ下さい。
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日場問問

先
月
行
わ
れ
た
連
携
会
議
で
は
、浜
田
・

出
雲
・
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
を
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
で
結
び
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス

と
中
継
し
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
和
野
町
は
昨
年
度
よ
り
島

根
県
立
大
学
と
連
携
し
、
文
部

科
学
省
「
地
（
知
）
の
拠
点
整

備
事
業
（
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）」

を
活
用
し
た
「
地
域
と
大
学
の

共
育
・
共
創
・
共
生
に
向
け
た

縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
高
齢
化
や
過

疎
化
、
地
域
経
済
の
衰
退
な
ど

地
域
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
課

題
（
ニ
ー
ズ
）
の
解
決
に
、
大

学
が
持
つ
専
門
知
識
や
人
的
資

源
（
シ
ー
ズ
）
を
活
用
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で

す
。島

根
県
立
大
学
は
県
内
に
３

つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
（
浜
田
・
出

雲
・
松
江
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
総
合
政
策
、
看
護
・
栄
養
、

観
光
な
ど
幅
広
い
専
門
分
野
で

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

先
月
9
月
30
日
に
、
大
学
と

連
携
す
る
各
自
治
体
や
関
係
団

体
な
ど
が
集
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
が

抱
え
る
課
題
を
発
表
し
、
大
学

と
連
携
し
て
問
題
解
決
に
取
り

組
め
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
検

討
す
る
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

津
和
野
町
か
ら
も
観
光
、
農

業
、
教
育
に
関
す
る
課
題
を
提

示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
し

大
学
側
か
ら
問
題
解
決
へ
向
け

た
ア
プ
ロ
ー
チ
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
、
個
々
の
課
題
に
対
し

て
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
よ
り

具
体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
進

め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

つわの暮らし推進課☎ 74-0092
島根県立大学との連携事業が始まります

今
年
で
65
回
を
迎
え
る
近
県

学
校
音
楽
大
会
を
左
記
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

例
年
、
審
査
員
を
お
願
い
し

て
い
る
末
廣
正
巳
先
生
、
島
畑

斉
先
生
を
は
じ
め
、
今
年
は
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
近
藤
千
花

子
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

お
昼
の
休
憩
時
間
に
は
近
藤

先
生
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
内
外
の
小
学
生
か
ら
高
校

生
が
多
数
参
加
す
る
大
会
で

す
。
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時平

成
26
年
11
月
9
日
（
日
）

午
前
8
時
よ
り
開
会
式

場
所津

和
野
体
育
館
（
津
和
野
町

後
田
ロ
66
番
地
乙
）

大
会
参
加
数

28
校 

延
べ
３
０
０
人

教育委員会☎ 72-1854
第 65 回近県学校音楽大会が開催されます

建設課☎ 74-0081健康福祉課☎ 72-0653

島根県精神保健福祉連合会☎ 0852-32-5927総務財政課☎ 74-0028

10
月
1
日
よ
り
、
土
地
改
良

区
業
務
と
農
林
土
木
業
務
の
窓

口
が
建
設
課
に
変
わ
り
ま
し

た
。
土
地
改
良
に
関
す
る
こ
と

で
ご
連
絡
等
さ
れ
る
際
に
は
お

気
を
つ
け
下
さ
い
。

な
お
。
窓
口
の
所
在
地
と
連

絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

住
所津

和
野
町
日
原
２
４
５
番
地

1
（
日
原
第
2
庁
舎
内
）

☎
74
ー
０
０
８
１

前
任
の
委
員
の
ご
逝
去
に
よ

り
空
白
と
な
っ
て
い
た
相
撲
ヶ

原
上
・
相
撲
ヶ
原
下
・
滝
谷
地

区
担
当
の
後
任
の
民
生
委
員
に

同
地
区
の
山
田
一
憲
さ
ん
（
67

歳
）
が
決
定
し
ま
し
た
。
任
期

は
、
平
成
28
年
11
月
30
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

地
域
で
お
困
り
の
こ
と
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

『
私
ら
し
く
、
あ
な
た
ら
し

く　

～
支
え
あ
う
ま
ち
に
し
よ

う
や
ぁ
～
』
を
テ
ー
マ
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
じ
り
つ
代
表
理
事
の

岩
上
洋
一
さ
ん
を
招
き
、『
我

が
国
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
の

動
向
と
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ

く
り
の
実
践
』
と
題
し
た
記
念

講
演
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
益
田
圏
域
の
事

業
所
や
団
体
等
の
活
動
発
表
、

和
太
鼓
演
奏
や
精
神
保
健
福
祉

功
労
者
表
彰
、
特
産
品
販
売
コ

ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
札
方
式
に
よ
り
町
有
地
の

売
却
を
行
い
ま
す
。
購
入
を
お

考
え
の
方
は
左
記
事
項
を
ご
確

認
の
う
え
、
期
日
ま
で
に
担
当

課
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

○
売
却
予
定
土
地
と
面
積

①
枕
瀬
４
２
９
ー
４
宅
地

（
３
４
２
．
67
㎡
）

②
枕
瀬
４
１
９
―
４
宅
地

（
３
９
．
06
㎡
）

合
計
３
８
１
．
73
㎡

売
却
は
①
②
を
あ
わ
せ
た
一

括
と
な
り
ま
す
。
分
割
で
の
売

精
神
保
健
福
祉
に
つ
い
て
興

味
や
関
心
の
あ
る
方
等
、
多
数

の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
参
加
費
に
つ

い
て
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【
日
時
】

11
月
10
日 

13
時
～
16
時
半

【
場
所
】

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

　

グ
ラ
ン
ト
ワ

民生委員が変わりました 土地改良に関することは建設課へ

島根県精神保健福祉大会開催のお
知らせ

町有地を売却します

却
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
予
定
価
格   

５
７
０
万
円

○
申
込
期
間   

11
月
7
～
21
日

○
申
込
先　

 

総
務
財
政
課

○
入
札
日
時
・
場
所

平
成
26
年
11
月
26
日
（
水
）

津
和
野
町
役
場　

本
庁
舎

○
そ
の
他

必
要
書
類
等
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

写
真
は
昨
年
開
催
時
の
も
の
で
す
。

平
成
26
年
分
の
年
末
調

整
の
仕
方
及
び
法
定
調
書

等
の
提
出
方
法
等
に
つ
い

て
、
左
記
の
と
お
り
説
明

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

い
ず
れ
か
ご
都
合
の
よ
い

時
間
帯
に
ご
出
席
く
だ
さ

い
。 

来
場
に
は
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

11
月
18
日
（
火
）

　

10
～
12
時

　

13
時
半
～
15
時
半

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ン
ト
ワ

益
田
税
務
署
☎0856-

22-0444

10
月
5
日
よ
り
島
根
県

の
最
低
賃
金
が
時
間
額

６
７
９
円
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
県
内
の
事

業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
含
）
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

島
根
労
働
局
☎0852-

31-1158

年
末
調
整
相
談
会
の
お

知
ら
せ

島
根
県
の
最
低
賃
金

は
６
７
９
円
で
す



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

普段なかなかお目にかかれない名車が見られる貴重な機会でした

2 日間で２万人を超える来場があり、町の特産品・源氏巻き
も完売するなど大盛況でした。

生徒へ舞姫を読むポイントを伝える山崎館長

17　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　16

生徒へ伝える。「舞姫」を読むポイント
9 月 16 日、津和野高校で森鷗外記念館館長・山崎一

穎さんによる特別講座が行われ、生徒たちは森鷗外の
作品を読むポイントについて学習しました。

「森鷗外『舞姫』を読むポイント」のタイトルで行
われた本講座では、高校に通う３年生 47 名を対象に、
鷗外の代表作の一つである『舞姫』を読み解くポイン
ト -「回想記（手記）執筆の動機と結果のズレや「母の死」
の意味を読み解く - について解説。生徒達は、故郷の偉
人・鷗外の作品に対する理解を深めようとメモを取っ
ていました。

記念館では 11 月に１・２年生を対象とした特別講座
を予定しています。

世界の名車がズラリ
10 月 11 日、殿町通りにトヨタ 2000 ＧＴなど世界の

名車が一堂に会するイベントが行われ通りはクラシック
カー愛好家などで埋め尽くされました。

「ラ・フェスタ・デッラ・アウトモービレ・クラシカ」
と呼ばれ、全国から参加のあるこのイベント。山口県の
クラシックカー愛好家により毎年秋に開催され、山口県
内の名所を回るツーリングラリーイベントです。

今年は特別に豪雨災害からの復興支援と 8 月に全線運
転再開した JR 山口線・山陰本線の復活を祝い、津和野
がルートに組み込まれました。正午前から通りに名車が
ぞくぞく集まると、来場者は珍しそうにクルマを眺め、
記念撮影を行うなどしながら楽しんでいました。

輝け町村！松江でフェスティバル
10 月４・５日の２日間、松江市の島根県庁前庭で県内の町

村が集まり情報発信と特産品 PR などを行う「輝け 1
イレブン

1 しまね
町村フェスティバル」が開催。津和野町もブースを出展、JR
山口線の全線運行再開や町の PR を行いました。

今年で４回目を迎える同イベント。県内の町村からはそれ
ぞれの特産品などを持ち寄ったブースが出展、ステージイベ
ントではつわみんをはじめとする各町村のキャラクターなど
も登場し、会場を盛り上げました。５日のステージではゲス
トに歌手の水森かおりさんを招いたミニコンサートも行われ、
台風の影響で小雨が降る中、観客からは大きな拍手が送られ
賑わいました。



右の人差指を左の
握り拳の上から肩
越しに後ろを指差
すように動かしま
す。

けいじばんホームページアドレス 日時 場所 問い合わせ先 料金 対象者 定員 締切 申込先
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鷲原八幡宮

わたや

駅前ビジネスホテルつわの

■
11
月
3
日
（
月
）

和
﨑
医
院
☎
72
―
０
０
２
５

■
11
月
2
日
（
日
）

津
和
野
共
存
病
院
☎
72
―
０
６
６
０

■
11
月
30
日
（
日
）

栗
栖
医
院
☎
79
―
２
０
０
６

■
11
月
24
日
（
月
）

つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
―
３
５
０
０

■
11
月
23
日
（
日
）

増
野
医
院
☎
74
―
０
０
５
３

■
11
月
9
日
（
日
）

松
浦
内
科
胃
腸
科
☎
77
―
０
１
１
１

在
宅
当
番
医
…
…M

edical

医
療
……
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎（
72
）０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
11
月
10

日
）
・
小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児

検
診
（
午
後
・
予
約
制
）
耳
鼻
咽

喉
科 

毎
週
（
午
前
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来

診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子

■
11
月
16
日
（
日
）

小
笠
原
医
院
☎
79
―
２
０
１
２

ご
案
内
…
…
…
…
…guide

介
護
の
職
場
就
職
面
談
会

福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
や
興
味

を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
介
護
施
設

等
の
採
用
担
当
者
か
ら
直
接
詳
し
い
お

話
し
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
就
職
面
談

会
の
他
、就
職
や
資
格
に
関
す
る
相
談
、

求
人
情
報
等
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

11
月
10
日
（
月
）
13
時
半
～
16
時

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石
見

分
室
☎0855-24-9340

労
働
に
関
す
る
ご
相
談

「
会
社
を
解
雇
さ
れ
た
」、「
給
料
が
支

払
わ
れ
な
い
」
な
ど
、
会
社
と
従
業
員

と
の
労
働
関
係
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
手
続
に
は
、
裁
判
所
や
労
働

局
、
弁
護
士
会
な
ど
複
数
の
機
関
で
行

え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

松
江
地
方
裁
判
所
☎0852-23-

1701

無
料
法
律
相
談

悪
質
な
訪
問
販
売
、
借
金
等
で
お
悩

み
の
方
、
遺
言
、
登
記
手
続
き
な
ど
の

相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

11
月
１
日　

10
～
16
時

両手の親指と人差指を直
角に伸ばし、親指を下か
ら上の方向へ回します。

「いつも、毎日、常時」

「自己紹介」

「なぜ・原因・理由」
「去年・昨年・一年前」

「交代・変わる・代理」

◆
和
﨑
医
院
☎
（
72
）
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
下
さ
い
。

※
循
環
器
専
門
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
専
門
外
来
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付

は
16
時
30
分
ま
で
）

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
（
72
）
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
９
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、
日
曜
・

祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で

す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
午
前
８
時
30
分

と
午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】
毎
週
火
曜
15
時

～
18
時
、
毎
週
木
曜
9
時
～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

新
刊
図
書
…
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
『
四
人
組
が
い
た
』

高
村
薫
……
…
…
…
…
…

文
藝
春
秋

▽
『
鹿
の
王
』
上
・
下

上
橋
菜
穂
子
……
…
…
…

角
川
書
店

▽
『
シ
ル
バ
ー
川
柳
④
』

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ポ
プ
ラ
社

▽
『
紙
つ
な
げ
彼
ら
が
本
の
紙
を
造
っ
て

い
る　

再
生
・
日
本
製
紙
石
巻
工

場
』

佐
々
涼
子
……
…
…
…
…

早
川
書
房

▽
『
不
幸
に
す
る
親
、
人
生
を
奪
わ
れ
る

子
供
』

ダ
ン
・
ニ
ュ
ー
ハ
ー
ス
……

講
談
社

▼
津
和
野
図
書
館 

11
月
28
日
は
休
館
で
す
。

▽
『
降
り
積
も
る
光
の
粒
』

角
田
光
代
……
…
…
…
…

文
藝
春
秋 

▽
『
荒
神
絵
巻
』

こ
う
の
史
代
……
…

朝
日
新
聞
出
版

▽
『
雨
の
狩
人
』

大
沢
在
昌
……
…
…
…
…
…

幻
冬
舎

手
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

4
月
か
ら
毎
月
1
つ
ず
つ
手
話
の
イ

ラ
ス
ト
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。
ど
ん

な
手
話
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
思
い

出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

宮
が
ん
検
診
（
予
約
制
）
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
11
月
26
日
）
・
整
形

外
科
（
午
後
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）
・
小

児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診
（
午

後
・
予
約
制
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

と
な
り
ま
し
た
。

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
午
後
2
時
か
ら
開
始
）

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場
合

要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
で
す
。

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
午
後
1

時
よ
り
開
始
で
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
（
74
）
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
水
】
内
科
（
午
前
）
消
化
器
内
科
検
査

の
み
（
午
前
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
土
】
内
科
（
午
前
）
※
第
１
･
３
･
５

泌
尿
器
科
（
午
前
）
第
１
・
３
・
５

※
泌
尿
器
科
の
予
約
は
日
原
診
療
所
ま
で

※
水
・
木
曜
日
は
、
午
前
の
み
で
す
。

※
診
療
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

人差指を立てて前後に置
き、半回転して左右の指
の位置を入れ替えます。

両手の人差し指
を顔に向け、指
先で逆三角形を
描きます。

左の手のひらの下を右の
人差し指がくぐります。

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
☎082-

221-5345

▽
『
ニ
ン
ジ
ャ
・
さ
る
と
び
す
す
け
』

み
や
に
し
た
つ
や
……

ほ
る
ぷ
出
版 

▽
『
小
さ
な
か
が
や
き
』

谷
川
俊
太
郎
……
…
…
…
…

偕
成
社



※住民基本台帳は、平成24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。
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□住民基本台帳（平成26年9月末現在）

つわみん©津和野町　津和野（観）許諾第 11号

9
月
届
出
分

林は
や
し 

佑ゆ
う
ま真 

８
・
21 

（
堤
田
）

栗く
り
す栖 

大た
い
ら頼 

9
・
2 

（
鷲
原
二
下
）

内う
ち
た
に谷 

友と
も
か珂 

９
・
２ 

（
青
原
）

城じ
ょ
う
い
ち市 

大だ
い
じ
ゅ壽 

９
・
10 

（
左
鐙
西
）

藤ふ
じ
い井 

陽は
る
き生 

９
・
17 

（
枕
瀬
西
）

※
掲
載
は
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

皆
様
の
活
動
を
お
助
け
し
ま
す
！

「
津
和
野
お
た
す
け
マ
ガ
ジ
ン
」

町
で
は
、
町
内
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
の
様
々

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

☎
74
―
０
０
９
２

※実際の掲載サイズとは異なります。
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9
月
届
出
分

庵
野 

知
子 

9
・
2 

（
森
四
） 

83
歳

清 

樹 

9
・
3 

（
森
四
） 

70
歳

岡
﨑 

靜
惠 

9
・
3 

（
本
町
一
） 

97
歳

椿 

夏
子 

9
・
6 

（
西
三
） 

90
歳

石
川 

イ
セ
子 

9
・
11 

（
小
野
） 

91
歳

福
野 

シ
ズ
ノ 

9
・
16 

（
長
野
） 

80
歳

橘 

賢
司 

9
・
20 

（
中
組
） 

53
歳

下
森 

　

喜 

９
・
21 

（
脇
本
） 

89
歳

槇 
五
月 

9
・
26 

（
北
三
） 

90
歳

藤
村 
八
重
子 

9
・
26 

（
小
野
） 

82
歳

青
木 

肅 
9
・
29 

（
森
一
） 

78
歳

津
和
野
町
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
「
伝
建
地

区
」
と
い
う
。）
内
に
お
い
て
、
建
築
基
準
法
第
44
条
（
道
路
地

区
内
の
建
築
制
限
）
の
適
用
を
緩
和
す
る
条
例
を
こ
の
ほ
ど
制
定

し
、
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

津
和
野
町
で
は
、伝
建
地
区
内
の
伝
統
的
な
景
観
を
守
る
た
め
、

こ
の
法
律
の
一
部
を
緩
和
し
て
、
建
築
物
等
（
建
築
物
及
び
そ
の

他
の
工
作
物
）
の
軒
、
ひ
さ
し
、
う
だ
つ
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
（
以
下
「
軒
等
」
と
い
う
）
な
ど
に
つ
い
て
、
伝
統
的
建

造
物
に
つ
い
て
は
、
現
状
維
持
を
原
則
と
し
て
、
伝
統
的
建
造
物

以
外
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
は
町
長
の
許
可
を
得

た
場
合
に
限
り
道
路
側

溝
の
半
分
ま
で
は
突
き

出
し
て
新
築
、
増
築
、

改
築
、
修
繕
等
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
お
問
合

せ
下
さ
い
。

平
成
26
年
10
月
1
日
よ
り
重
伝
建
地
区
内
の
道

路
内
へ
の
建
築
制
限
の
緩
和
に
関
す
る
条
例
を

施
行
し
ま
し
た

※
道
路
内
の
建
築
制
限
の
緩
和
と
は
・
・
・

法
第
44
条
で
は
、
建
築
物
の
一
部
を
道
路
内
（
道
路
側
溝
を
含
む
）

へ
突
き
出
し
て
建
設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
状
で
道
路
内
へ
出
て
い
る
物
件
を
「
不
適
格
物
件
」
と
い
い
、

こ
の
法
律
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
問
】
商
工
観
光
課
☎
72
―
０
６
５
２


